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条件不利地域としてのr海浜棚田地帯」における
農家@経営類型と農地利用
一一「海浜台地学j第I編第1章第1節:佐賀県玄海町H集落事例分析
小林恒夫
佐賀県唐津市松南町152-1 佐賀大学海浜台地生物生産研究センター
The Farmers Types and the Land Use at Terraced Paddy Fields in 
Coastal Hill as a Handicapped Region 
A Case Study on a Village in Genkai -cho in Saga Prefecture-
Tsuneo KOBA Y ASHI 
Marine and Highland BiosCIence C巴nter，Saga University， 
152-1 Shonan-cho， Karatsu， Saga 847-0021， Japan 
要約
棚田地帯は山間地域にだけでなく，海浜地域にも広く存在する。本稿は，これまで不明であった「海
浜棚田地帯」の農業構造を解明し，目下「新農業基本法jで焦点となっている条件不利地域への「直接
支払い」問題に対して現場からの問題提起をするとともに，本研究センターでの「海浜台地学j構築へ
のl節を提供することを目的とする。
海浜棚田地帯の耕地は，急傾斜・不整形・狭小という地形的悪条件下におかれているため，機械利用
の困難性や担い手不足・高齢化等から少なからず耕作放棄が発生している。しかし，農業展開は一様で
なく，本稿で取り上げる区集落のように積極的な農業展開が見られる事例も少なくない。しかし，この
ような事例においても，専業的な農家や青年農業者が施設部門に力を集中する結巣，地形・収益の劣る
零細棚田や傾斜樹園地の利用は軽視され，この面からも耕作放棄が加速される傾向が見られる。したが
って，条件不利農地の維持・保全のためには，これまでとは違った新たな担い手のあり方や利用方法が
求められることになる。
Summary 
Terraced paddy fields are not only in the mountains， but also in the coastal regions. But the 
actual conditions of the farming in these regions were not necessarily clear. Therefor， 1 tried to 
make it clear. 
Terraced paddy fields are situated on the steep hil and they are each very small. And now 
farmers are very old in many villages in J apan. 1n these situations， itis not easy for them to operate 
agricultural machines in the terraced paddy fields. Therefor， not a few terraced paddy fields are 
not cultivated gradually. It is one of the serious problems and is expected to be solved. 
1 • r海浜台地学」の編別構成 第 1 地域論
1 
本研究室で試論的に目下構想・検詰している「海
浜台地学」の構成は以下のとおりである。そして
結論を得たものから，順次本研究報告に掲載して
きている。
海浜棚田地帯論，半農半漁村論，焔
作台地論，畜産地帯形成論，島i興農
漁業・住民生活論など
第 I編 「海浜台地学」の対象と課題
第I編 日本における海浜台地問題
第 2章作目論・経営論
第3
畜産経営，園芸作経営，稲作経営，
地域農業組織化など
問題別諸課題
2 小林恒夫
中山間・条件不利地域問題，開発・
保全・資源問題，アイガモ農法等の
環境保全型農業論，直売・加工・地
域流通問題，観光と農漁業論，担い
手論など
第II編世界における海浜台地問題
第 l章 アジアの半島・島i瞬地域(中国・マレ
ーシア・スワランカなど)
第 2主 アメリカ西海岸台地(コーストレイン
ジ)
第IV編 f海浜台地学Jの普遍化と応用
2 .本請の課題と対象
(1 ) 問題状況と諜題
一「新農業基本法jと海浜棚田条件不利地域の農業-
1999年7月， 1"食糧・農業・農村基本法J(新農
業基本法)が成立した。その特徴の lつは，条件
不利地域の農業維持のための f直接支払いjとい
う一種のデカップリング政策が我が国農政史上は
じめて登場したことである。しかし，支払い対象
となる地域・行為・対象者・交付単価・期間等の
具体的内容は自下検討会で議論中であり，未決着
部分が多い。
ところで，本研究センターの中心的対象地域で
ある半島や離島は，そのほとんどが「誼接支払いj
の対象となる条件不利地域に属している。そして，
条件不利地域のー形態である「海浜台地J(海辺の
台地状地域)において，そのような条件不利性を
最も典型的に示しているのが「海浜棚田地帯J(註
1 )であると考えられる(註2)。
しかし，海浜棚田地帯の条件不利性に関する実
態把握は極めて少なしその全容はまだ十分明ら
かになっていない。
(2) 対象と方法
一海浜概関条件不利地域の農地保全のための実
証的研究
そこで，本稿は，拙稿(註2)に引き続き，海
浜棚田地帯の実態把握に迫ったものである。とく
に，上記「新農業基本法j下で条件不利地域問題
の中で最大の焦点となっている担い手と農地利用
問題を探るために，海浜棚田地帯における農家・
農業類型と農地利用の実態、と問題点に具体的に迫
ることに重点をおいている。
そのため，本稿では，分析対象地区として，典
型的な海浜棚田地帯である佐賀県東松浦半島(通
うわば
称「上場台地J)の中でも，とりわけ棚田の面積割
合が8割にも及ぶ、集落を取り上げる。
(註1)中島降広 (1999)は，海辺にある棚田を「臨海型棚
田J，内陵の山関・盆地にある榔田を「はl悶型・山添主主棚田J
と命名しているが，前者が我々の命名する「海浜欄E8Jと
向じものである。
(註2)ィ、林恒夫 (1998a)参照。
3. 1"耕して海に降りるj海浜棚田地帯の実態
一「耕して山に登るJ山陽概田地帯との対比一
海浜台地としての半島舟辺には海浜に沿って弧
状に棚田地帯が形成されている。一般的に，1"棚田j
については， 1"耕して山に登るJと表現されている
ように，多くの人は山間地に存在するものを想像
する。しかし，それに対し，海浜台地半島周辺の
棚田は，いわばf耕して海に降りるJ，あるいはf耕
して海に没する」と表現できる地形的特徴を呈し
ている。本誌表紙のphoto1は本論文で取り上げ
るH集落の中の主要な棚田風景だが，まさに「耕
して海に降りる(没する)J棚田の様子を呈してい
る。
なお図 1は，以下で取り上げるH集落の地形的
特徴を概念的に示したものである。拙稿(註1) 
で取り上げた唐津市A地症の概田地帯は住居地毘
の背後地に存在し，海辺の水田は平坦水田であっ
たが，本稿で取り上げるH集落の概田地帯は，図
のように，いわば溜浜からそそり立つ急傾斜地に
形成され，その上部の傾斜が比較的緩やかになっ
たところに住居が形成され，更にそのよ部の「丘」
的な部分に畑や樹醤地が開発・造成されており，
海浜台地半島地域における住居と耕地の形成状態
は実に多様で、ある。
???
???
図1 H集落の耕地と農家の分布
(住居を中心とした東西断面図)
条件不利地域としての「海浜棚問地帯J における農家・経営類型と農地利用
表 1 H集落の農業の推移 (単位:戸， a， ~真，人)
良家数 専業(男子生産年指令人仁!のいる)，lj.;長) 1 29 1 11 1 ( 1)1 4 ( 4) 1 12 (12) 1 10 (10) 1 1 ( 9)1 
第 I種兼業 1 1 16 1 24 1 18 1 10 1 10 1 7 6 
経営耕地面積
作物種類別
収穫商務
第I種兼業 115 4 717 189 
水田 25881 28501 26831 28181 30571 26961 27381 
畑 21491 13101 9441 14201 15121 16781 18881 
樹留地 1341 21101 23811 24571 22411 14311 10621 
F揺 24241 28401 26761 23931 23701 
麦類 17951 9131 3021 3811 1061 
いも類 9761 6801 5571 4331 3001 1381 
豆類 1 10531 1001 1 301 521 181 
果樹
施設園芸
家畜種類別飼重量
農家数(頭数)
1ij~-r-------1~-n------~ij-1 器|誌j------&~H-----li!~f----------~~-~
l2~53) Iぷ;112;:;|1;;;;;|llJ;;lι:;|ぷ;;|;:
複合経営(うち準単一複合) I I I I 26( 8)I 27( 9) I 23(10) I 15(11) I 10( 5) 
炭産物販売
金額別
100互坦烹総 ー ___L_ 旦 l________??l_________~~j_ ____~______l____?______j_____~_____ _I_ ____?______l
100~300万円 1 -1 51 181 10 8 1 9 
おUι，500詞 i 二一l 二l 二
農家数 :詰:::品z忠?主i山而三石=而己弘瓦両可}エ五:I~dヲ，~dイi 三--f 三--j------1 三ゐ副二弓=dυ;一(-)二斗弓斗)-j川一:ふ;ふ(3計j)-1什iけ:hI-
の るぺl;富:tLち淵棚畑側) I 1 いは山川JJι:1払LL:L九い川(ω側4州0ω)1 5~ムんん(1ωω1問ω8 )Iム|し11Jよ;Lふ(α16凶)1ωJ)J|J:L九(α川3
米乾燥・調製作業を詰け負
わせた差是家数とその商綴
耕作放奨(以前が回)
民家人口
(うち65歳以上)
農業従事者数
農業就業人口
(うち65歳以上)
基幹的農業従事者数
良家数
面絞
農家数
面積
男 103 
女 93 
男 56 
女 55 
男 55 
女 54 
男 53 
女 32 
88 
90 
44( 8) 
42( 4) 
42 
38 
24(10) 
84( 9) 1 88(12) 
76 (10) 1 79 (13) 
40( 8) 42(10) 
47( 5) 50(10) 
38 32 
38 28 
4 
17 
83(12) 
86 (12) 
42 
44 
33( 2) 
42( 3) 
31 
30 
26 25 
1905 1722 
10 13 
254 691 (22) 
78(12) 74(15) 
84(11) 79(16) 
49 45 
50 42 
32( 5) 33( 8) 
46( 5) 38( 8) 
27 31 
28 24 
18 
997(279) 
44 
33 
ノE 37 37 30 28 29( 2) 27( 3) 農業専従者 i 男 1 1 1 1 1 1 1 27( 1) 
十t 32 40 28 27 27(-) 2l( 1) (うち65歳以上) 1 女 1 ~ 1 ~ 1 ~ 1 ~ 1 ~(ー 1 2 1 22(-) 
3 
農業専従者がいる段家数 301 281 271 271 261 211 22 
資料:1960年は n960年世界幾林業センサス結果朝告 (2)農家諮査集溶編J(佐賀熊)， 1998年は農家実態誠査(悉皆)，
それ以外は農業センサス築港カード。
主 :ーは該当無し， ZE燃は項目無しないし不明。
4 小林
?
4. H集落の農業展開の概要
一農業センサスよりー
H集落の農家分析に先立ち，センサス(表 1) 
から五集落の農業展開の特徴を概観しておきたい。
まず，農家数の減少が少なしまた一定数の専業
農家が維持され， 1975年以緯はむしろ増えてきて
いる。農業の積極的な展開がうかがえるのである。
水田面積は大きな変化がないが，畑面積は70年代
に急減したが80年代以降は微増傾向にある。これ
は後述のように，畑地造成ではなく，他集落での
畑借地(出作)によるものである(センサスは購
入主義のため)。一方，樹園地面積は60年代に急、増
したが， 85年以降は逆に急減している。これは純
然たる耕境後退(耕作放棄)による(後述)。
作物収穫面積は，施設園芸以外は縮小傾向にあ
り，野菜や飼料用作物の収穫面積も伸び悩んでい
る。施設園芸は戸数・面積とも増加傾向にある。
それは後述のごとしイチゴ等の施設野菜とハウ
スミカンの増加を内容とする。畜産関係では肉用
牛頭数のみが増加している。農産物販売金額1位
部門別では施設(イチゴ)と果樹類(ハウスミカ
ン主体)と畜産が多く，それぞれ 6~7 戸を占め
る。そして，その中で施設と果樹類が販売額l{立
の農家は，ほとんど単一経営とみられる。このよ
うな単一経営の増加に伴い，それまで大半を占め
ていた複合経営は急減している。また，これら施
設型3部門を中心とする経営が農産物叛売額の上
位階層を占めていると推測される。施設型経営の
伸張によって，経営面積別農家数構成には大きな
変化はみられないが， 3 ha以上農家は確かに増加
傾向にある。その要因として，借入耕地面積の増
加，とりわけ畑借地の増加が注目される。あわせ
て，借地に匹敵する面積が耕作放棄されている点
も見逃せない。
以下では，農家・農業類型と農地利用を中心に，
以上指摘した諸点に関する具体的な実態に追って
みよう。
5 .農家・農業経営の諸類型
一類型の多犠イヒと経営の単一化一
まずH集落の農家及び農業経営の類型を整理し
てみる(表 2~ 3)。註集落の農家・農業経営は，
農産物販売額 l位の部門を基準に，酪農(1戸)， 
ハウスミカン(5戸)，露地野菜(2戸)，肉用牛
肥育(2戸)，肉用牛繁殖(4戸)，施設野菜(6 
戸)，露地ミカン(2戸)，米(5戸)の 8類型に
分類できる。こうして多様な類型の存在を特徴と
するが，なかでもミカンと野菜の施設経営が11戸
と農家総数の 4割を占めており，まず施設型農業
の多い集落という特徴づけができる。
また，これらの施設型経営は，ほとんどが単一
経営であるという特徴をもっ。先にセンサスでも
みたように，かつての本集落の農業経営組織の特
徴は，複合経営の多さであったが，近年全国及び
上場台地でも複合経営が急減している状況下で
(註2)，本集落には現在でも複合経営が4戸 (G，
1， L， U)と準単一複合経営が8戸 (B，D， 
E， K， M， N， 0， V)存在するが，それらを
上回る15戸が単一経営となっている。ところで，
単一経営には 2つの異なった経営が含まれている。
すなわち lつは，施設間芸に典型的にみられる専
業農業的な単一経営であり，このような経営は 9
戸存在する。もう 1つは稲作ないし露地ミカン単
一の兼業農家であり， 5戸形成されてきている。
こうして，複合経営が比較的多い本集落において
も，近年施設関芸の急展開によって単一経営が増
加し，複合経営の減少が確実に進んでいる。そし
て，このことが後述するような農地利用上の問題
の発生に結び付いていっているのである。
なお，紙i簡の関係上，経営類型に関するこれ以
上の言及は今回は割愛する。
(註1)小林恒夫(l998a)参照。
(設2) 1980~95年における全国の複合経営の大幅減少と施設
歯芸・野菜・泉樹の単一経営の漸増，稲作単一綬営の大樹
増加については今芥健(1997)p.87，上場合地での単一経営
の増加傾向の事例分析は小林恒夫 (1997a)安参照。
6 .青年農業者の分厚い存在と就農経路・経営部門
本章では，以上のような多様で、専業的な農業経
営の形成と表裏一体の現象として，青年農業者が
分厚く存在することを確認しておきたい。 H集落
には40歳未満の農業専従者が7名(うち女性l名)
いる。表4は彼らの所属する経営の主要部門と彼
自身の就農経路を示したものである。経営部門は
多様だが，やはり施設と畜産部門が主体となって
いることが分かる。また就農経路は新規学卒就農
者とじターン就農者がそれぞれ3人ずつであり，
近年のUターン者の比重増加が確認される(註
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条件不利地域としての「海浜棚田地帯」における農家・経営類型と農地利用 7 
表 4 H集落の青年農業者の概要
青年 生手
主な経営部門
就 7『31乏" 経 路
記号 齢 荷校 大学・研修等 就農綬路
ある。そして，それが棚田の悪条件
を背景としていることはいうまでも
ない。そして第2に，水田を中心に
かなりの面積が「休耕J(緑色)にな
っていることである。「休耕jの大半
は耕作放棄地と考えられるが，その
実態・要因等については後述したい。
A 24 酪農 普通高 大学・アメリカ 研修後自家就農
C 37 ハウスミカン 日叶念 1、jJj守r~さずd 土木関係就業後Uターン
D 29 ノ、ウスミカン 普通高 農業大学校 自動車関係就業後じターン
J 29 肉flL:ド肥予言 普通高 建設会社等就業後Uターン。19 野菜 普通高 新規学卒就農
R 26 イチゴ 農業高 新規学卒就農
註:青4年記号は農家記号と伺じもの安使用。
1 )。
(註1)小林憤夫 (1998b)参照。
7 .農地利用の特徴
一集約化・借地増加と糧放化・耕作放棄の
披行的問時進行一
H集落における農地利用の特徴として，一方で
の施設化による農地の集約的利用，及び露地野菜
作・酪農の展開による畑借地の増加，他方での粗
放化と耕作放棄の進展，の 3点を指擁することが
できる。以下，これら 3点について具体的にみて
いこう。
(1) H集落の地目と作自の実態
一不整形・狭小・急傾斜の棚田の形成と耕作放
棄地の拡大ー
まず図 2に狂集落の地目構成を示す。赤色で示
したのが水田であるが，多数の狭小で細長い概田
が急斜面に譲り付いている様子が見て取れよう。
一方，畑(樹園地を含む)のほうは，棚田の形成
された斜面の上部の比較的平らな(なだらかな)
一帯に形成されているため，傾斜・形状・面積に
おいて水田ほど劣悪で、はないが，しかし，やはり
狭小・不整形のものがモザイク状に錯綜している。
また，これら水田・熔の中にそれらに劣らぬ面
積の山林原野が混在しているのが，佐費県西北部
の東松浦半島(上場台地)に共通する地目的特徴
である。その意味で，ここに図示した狂集落の地
目構成は海浜台地の典型である上場台地に共通す
る一般的な状況なのである。
次いで図 3に春夏の作目構成を示す。第1の特
徴は，最大作匪は赤色で示した稲作だが，図 2で
見た水田面積に対して作付割合は高くないことで
なお秋冬の作目はミカンのみであ
り国 3とダブるので，図は省略した。
(2) 施設化による農地の集約的利用の進展
ーハウスミカン形成を中心にー
H集落は図 1及び図 2・3でも見られたように，
棚田は急傾斜・狭小・未整備・通作道路不備のた
め，稲作や飼料用作物以外の利用は困難な状況に
あるが，比較的緩傾斜の熔や樹盟地においては近
年施設化が盛んに行われ，ハウスミカンとイチ
ゴ・野菜の栽培が盛んなことが五集落の農地利用
の特徴の第1点、である。とりわけハウスミカン面
積の増加傾向が， H集落の施設化の特徴を典型的
に示しているため，ハウスミカン形成史を若干概
観してみたい。すなわち，日集落はミカンの新興
産地であり，表 1のセンサスデータでも明らかな
ように， 1960年代に構造改善事業(開鴎)によっ
てミカン園が造成され， H集落におけるミカン栽
培が本格的に開始された。しかし， 68年， 72年の
ミカン価格暴落を背景に， 79年に町内のあるミカ
ン農家がミカンの施設化を始めたのを契機に，
80年末に狂集落ではBが最初にミカンの施設化を
試みた。続いて83年にCとFが，また85年にはE
がハウスミカン経営を開始した。その後は93年に
Iが， 95年にDが加わり，現在では以上の 6戸に
おいてハウスミカン経営が行われている。こうし
て， H集落では，露地ミカンが60年代に増加し，
いわば本集落の農業を代表する作自となったが，
70年前後の価格暴落を契機に面積を縮小させ， 80 
年代以降の15年間においては，従来の露地ミカン
の再編ーが行われ，施設化(ミカンハウスイ七)の方
向が進められてきた。以上のミカンの施設化に象
徴される動向に， H集落の近年の農地利用の特徴
のlつを見て取ることができる。
8 小林恒夫
一寸-:;:::;- z 
図2 H集落の地目構成 (1997年)
資料:農地管理システム(佐賀県農業試験研究センタ一作成)
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(3) 熔借地の増加(畑借地率 3割余)とその要盟・性格
一露地野菜作・酪農の展開とその限界一
燭借地面積の割合が34%に達する点が本集落の
農地利用のもう 1つの特徴である。ここでも紙幅
の関係上表出は割愛するが，その中身は，タマネ
ギ作付が12件， 230a，飼料用作物作付が8件， 339
a (うち酪農家によるものが3件， 223 a)とタマ
ネギと飼料周作物の 2作物だけで453aになり，熔
借地総面積688aの66%を占めている。なお，その
大半はヤミ小作の形態、をとっている。
こうして，本集落ではタマネギ作と酪農の展開
にリードされて畑の借地が盛んに行われているこ
とが分かる。
しかし，今回の調査とセンサス(表 1)を比較
してみると，近年，野菜作面積は伸び悩み，飼料
用作物作付面積は減少傾向にあり，乳用牛頭数も
減少傾向をみせている。したがって，タマネギ作
と酪農が畑錆地をリードしていることは確かでトあ
るが，その勢いは近年衰えてきており，力強さに
欠けている。
かつて，肥前町内の露地野菜作の盛んなある集
落での実態語査結果(註3)から，上場台地の露
地野菜作における経営展開上の摂界を指摘したが，
H集落の露地野菜作も今日伸び悩み，経営展開上
の限界に誼聞しているとみられる。その限界とは
具体的には伺なのかについては，本稿では準備が
ないため，今後の課題として指摘するにとどめざ
るをえない。
(ヰ) 不作付・耕作放棄の増加(放棄地率15%)とその要因
一ー 耕地の 3K悪条件，集約部門への集中，労働力
不足・高齢化一
農地利用におけるH集落の 3番目の特徴は，不
作付の進展，及びそれがさらに進んだ耕作放棄の
増加である。先の表 2，後掲の表上関 4にも示
したが，これまでに水田総面積の 9%，焔総面積
の10%，樹園地総面積の33%，耕地総面積では14.8
%が耕作放棄されたことになる。 1995年センサス
結果にみられる全国平均の耕作放棄地率(註1) 
5.6%，地域的に最大の山間農業地域の8.4%に比
しでも，これは高い数字である。なかでも樹園地
のそれが極めて高い点に注目する必要がある。
問題は，その要因である。調査結果を表 5に
した。まず第1点、は，耕地及び通作道路の悪条件
という立地上の要因である。先に拙稿(註2)で
庸津市M地匿の概田の耕作放棄の要国について，
「機械搬入密難J，i狭小J，i危検jの3K要因を指
擁したが，これまでの図や本誌表紙写真 (photo
1 )にも見られるように， H集落の棚田も，
市M地区と同様，急、傾斜・狭小・未整備であり，
また通作道路が不十分で、あることが，今日の中型
機械化体系の利用を遠ざけることによって耕作放
棄が進行したといわざるをえない。
第2は，上記施設園芸等の集約部門への集中に
よって間接的に条件不利農地が放棄されるという
経営経済的要因である。日集落の農家に労働力が
不足しているわけではない。上記のように，むし
ろH集落には専業的農家が比較的多く，青年農業
者も少なくない。しかし，彼らが専従し力を入れ
ている部門は，ハウスミカン・イチゴないし畜産
部門であり，経済的に引き合わない零細稲作，し
かも悪条件の棚田での稲作を維持・継続する魅力
や余裕はないということによるものである。
さらに第3に，高齢農家にとっても，このよう
な悪条件の棚田での稲作は労力的に困難を伴うた
め，放棄せざるをえない状況にあるのである。
(5) 農地利用の全体的構留一農地利用の披行性一
以上の諸点を整理したのが図 4である。特徴点
を挙げてみよう。
第lは，農地の立地上の悪条件である。 H集落
の経営耕地は，水田が47%，畑が36%，及び樹園
地が17%を占め，田畑が主体となっている。その
中で水田の約8割は棚田であり，しかも表紙写真
(photo 1)にも見るように急傾斜の棚田が大半を
占めている。急傾斜ゆえに，一般的な圏場整備す
ら困難な状況にある。畑も一部は県営臨場整備事
業がなされているが，大半(7割近く)は未整備
状態にある。樹園地の立地も基本的に田畑と同様
に悪条件下にあるが，図 1で見たように，集薄の
上部の比較的緩傾斜で長好な場所にあるミカン闘
を中心に上記のようなハウスミカンへの取り組み
が盛んになされ，焔でのイチゴ栽培とともにH集
落の代表的な作目となりつつある。
第 2は，このような農地条件の劣悪さも大きな
要因となっての耕作放棄の激増である。耕作放棄
地は総面積で997aにも達し，率で14.8%だが，面
積及び率とも最大の地目は樹園地であり， 481 a . 
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図4 H集落における農地の整備・利用及び放棄の
状況(概念図)
註)中線一一:それとは別に、紹線一一:そのうち
33%，つまり 3分の lもが放棄されている。
以上の 2つの動向は，日集落における農地利用
に見られる主要な動向であるが，第3に，もう 1
つ，先述のように，タマネギと銅料作物(酪農)
にリードされた畑措地の動向が注目される。しか
し，この動向は力強さに欠けており，上記2つの
大きな動きに対し，副次的な動きとみざるをえな
しユ。
こうして，一方で、のハウスミカン菌・イチゴに
代表される農地の集約的利用の進展と他方での耕
作放棄の同時進行という点に，日集落の農地利用
上の今日的性格の特徴が象徴的に示されている。
(設1)非良家も含めた耕作放棄地主容を示す。神山安維 (1997)，
p.l77を参照。
(詮2)小林恒夫 (1998a)参照。
(設3)小林恒夫 (1997b)参照。
8 .海浜棚田口条件不科地域の農地保全問題
一ポイントは控い手問題ー
以上の考察の結果，海浜台地に多く見られる棚
田・焔・樹閤地は地形的悪条件に規定されて大半
は未整備の状態、におかれている。それは，まさに
条件不利地域のー形態にほかならない。そして，
これらの耕地のかなりの部分で耕作放棄が進み，
耕境後退が進行している。その要因としては，急
傾斜・狭小という地形的悪条件，施設等の集約部
門への集中傾向，高齢化による労力不足が挙げら
れる。
そこで，最後に，このような耕作放棄問題に関
しコメントを付し，本稿を閉じたい。
棚田といっても存在形態は多様であり，地形的
(物理的)・景観的・経済的観点から，物理的改良
が比較的容易なものから，急傾斜・狭小で改善・
改良が極めて困難なものまでいろいろ存在する。
また機械利用の観点からみると，概田自体(本国)
の問題とそこへの通作道路の開題の 2側面が事在
する。本国自体の改良は，物理的・経済的に困難
でも，通作道路の改良には余地がある場合も存在
する。そして通作道路が改善されるだけでも，機
械導入条件が改善され，耕作放棄を解消する可能
性も出てくる。本集落でも，物理的・経済的観点
からは本闘の改良には国難性が高いが，通作道路
の改善の余地はあるように思われる。したがって，
今後の棚田対策においては，そのようなことが可
能となるような補助事業の弾力化や新制度の導入
が求められる。
もう 1つは，棚田の利用方法であろう。これま
では米・飼料用作物といった経済作物が栽培され
てきたが，今後は景観作物等の非経済作物の利用
も考えていく必要があろう。また肉用牛の放牧に
よって棚田の耕作放棄を食い止めている事例もあ
るようである(山口県油谷町)。なお，この点に関
連して， H集蕗の棚田は表紙写真(photo1)にも
見られるような風光明蝿な有力スポットであるこ
とから，観光等と結びつけてこのことが考えられ
ていくことも重要であろう。
ところで，それ以上に困難なのは，棚田保全の
担い手の問題である。本集落には専業的農家や農
業専従の青年農業者が少なくない。しかし，彼ら
の多くは施設部門に力を集中し，作業効率や経済
性の低い棚田や傾斜樹園地での稲作や露地ミカン
栽培等の土地利用部門は概して嫌う傾向が強い。
施設部門の担い手と土地利用部門の担い手が需離
しようとしているのである。とするならば，土地
利用部門，とりわけ棚田や段々畑や傾斜露地ミカ
ン菌を維持・保全するためには，その担い手ない
し担い方のシステムを新たに創出する以外にない。
それは高齢者か，兼業農家か，あるいは集罰的対
応か，非農家との協力体制か。このような新たな
担い手ないし担い方のシステムが形成されないか
ぎり，棚田や露地ミカン闘は「原野に戻るJ運命
にある。
付記
農家調査では，吉田治人H生産組合長をはじめ
条件不平IJ地域としての「海浜棚田地帯」における農家・経営類型と農地利用
狂集落の世帯全戸(非農家も含め)から戸別訪問
のみならず，その後の電話での補充調査にも，こ
の上ない御協力を賜った。また井上JI国一JA上場
値賀支所長には託生産組合への仲介のお世話をい
ただいた。さらに馬場崎一俊佐賀県農業試験研究
センター専門研究員，鬼木茂信玄海町農林係長，
中島義彦佐賀統計情報事務所唐津出張所経営統計
第3係長からはそれぞれ関連資料やデータの御提
供をいただいた。また調査員として本研究室メン
バー(氏名割愛)以外に農学部学生の磯辺信之君
の加勢を得た。最後に，以上の方々に謝意を表し
たい。
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